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4．国際森林年国内委員会の開催概要 

 

「国際森林年」における普及の方針や国民へのメッセージ、活動指針等を決定するために、

国内委員と林野庁、関係省庁が議論する委員会を計 5 回開催した。 

 

 

① 第 1 回国際森林年国内委員会概要 

国際森林年のキックオフとして、国際森林年の背景の説明から実施目的、そして、その

推進のための国内のテーマを中心に検討が行われた。 

議論の結果、委員会後に国際森林年の国内テーマは、「森を歩く」に決定。サブテーマと

して、「森林・林業再生元年」、「未来に向かって日本の森を活かそう」が設置された。 

 

【日時】2010 年 12 月 16 日（木）10：00～11：00 

【場所】農林水産省第 2 特別会議室 

【議事】 （1）座長指名 

 （2）森林・林業の現状と国際的な動き 

 （3）国際森林年の位置づけ 

 （4）国際森林年のテーマ 

 （5）その他 

【報道状況】2010 年 

共同通信（12/17） 

 

 

② 第 2 回国際森林年国内委員会概要 

2011 年 3 月 11 日、日本は東日本大震災に見舞われた。これによる日本の森林被害額は

4 月時点で 969 億円に達している。東北地方は森林・林業にとっても重要な地域で、製材・

合板工場等も大きな被災を受けている。国際森林年になってはじめての委員会である本委

員会では、国内の森林資源が充実している現状を踏まえ、林野庁として進めている森林・

林業活性化とともに、復旧・復興のために森林が果たせる役割などについて議論した。 

 

【日時】2011 年 4 月 14 日（木）10：00～11：00 

【場所】農林水産省第 2 特別会議室 

【議事】 （1）東日本大震災の復旧・復興について 

 （2）その他 

 

 

③ 第 3 回国際森林年国内委員会概要 

本委員会では、国際森林年についての様々な施策について報告した後、今後の取組とし

て、国際森林年国内委員会から国民に向けて発出するメッセージや宣言文について検討し
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た。  

本会議は委員の方々が実際に身近に森林を感じながら議論できるように、長野県信濃町

の財団法人 C.W.ニコル・アファンの森財団 アファンの森/アファンセンターにて開催され

た。また、併せて委員自らが森林を体験できるエクスカーションを実施した。 

 

【日時】2011 年 8 月 3 日（水）15：00～16：30 

【場所】財団法人 C.W.ニコル・アファンの森財団 アファンセンター 

【議事】 （1）国際森林年施策について 

 （2）国民に向けたメッセージや宣言文の発出について 

 （3）その他 

【特別ゲスト】阿部守一（長野県知事）、松木重博（信濃町町長） 

【報道状況】2011 年 

信濃毎日新聞 朝刊（8/4） 

SBC ニュースワイド（8/3） 

NBS スーパーニュースほか（8/4） 

【エクスカーション】 

A．森を歩き、森の恵みを体感する 

【日時】2011 年 8 月 3 日（水）    

【場所】財団法人 C.W.ニコル・アファンの森財団 アファンの森/アファンセンター 

 

B．森の新しい価値 森林セラピーと山村体験 

【日時】2011 年 8 月 4 日（木）9：30～13：00   

【場所】黒姫高原 御鹿池コース/そば処 たかさわ 

 

 

④第 4 回国際森林年国内委員会概要 

第 3 回国内委員会の議論をふまえ、本委員会では、「国民に向けたメッセージ」と「我々

一人一人が取り組みたい行動の提案」の案文について議論を行った。委員会の後、メッセ

ージは「森のチカラで、日本を元気に。」に決定。国内委員会からのメッセージとして国民

へ発信された。 

 

【日時】2011 年 10 月 14 日（金）10：00～11：00 

【場所】農林水産省第 2 特別会議室 

【議事】 （1）国民に向けたメッセージの発出について 

 （2）国際森林年子ども大使について  

 （3）その他 

【報道状況】2011 年  

産経新聞 東京・大阪（10/15） 
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●参考：2011 国際森林年メッセージおよび行動提案
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●参考：2011 国際森林年メッセージ・チラシ
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⑤第 5 回国際森林年国内委員会概要 

国際森林年の活動総括として、第 5 回国際森林年国内委員会を開催。各団体が行ってき

た活動を報告するとともに、ポスト森林年として、今後の森林保全活動に関する取組みに

ついての議論を深めた。 

開催地は、森林資源を活用した新しい取組みを行っている東北とし、それらの取組みを

視察するエクスカーションも同時開催。発信力のある委員の方々に、森林資源を活用した

新しい取組を知っていただくことで、今後の広報効果も図った。 

 

【日時】2012 年 1 月 11 日（水）14：00～15：30 

【場所】住田町農林会館多目的ホール 

【議事】 （1）各団体からの国際森林年の活動報告 

 （2）林野庁からの報告 

【特別ゲスト】達増拓也（岩手県知事） 

【報道状況】2012 年 

岩手日報 朝刊（1/10） 

産経新聞 ほか（1/27） 

【エクスカーション】 

A．馬搬見学 

【日時】2012 年 1 月 10 日（火）14：00～14：30   

【場所】遠野市土淵町 馬搬作業地 

 

B．遠野地域木材総合供給モデル基地見学・意見交換会 

【日時】2012 年 1 月 10 日（火）15：00～17：20 

【場所】遠野地域木材総合供給モデル基地 

 

C．遠野市仮設住宅見学 

【日時】2012 年 1 月 11 日（水）8：40～9：00 

【場所】遠野市仮設住宅 希望の郷「絆」 

 

D．仮設住宅視察／製材・加工工場見学 

【日時】2012 年 1 月 11 日（水）10：00～12：00 

【場所】住田町仮設住宅中上団地、住田町木工団地 

 

E．その他：プロ野球機構調印式  

【日時】2012 年 1 月 11 日（水）13：15～13：45  

【場所】住田町生活改善センター 研修室 


